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平成 25年度第 2回見学会は、埼玉県及と春日部市が共同で

建設した『東部地域振興ふれあい拠点施設（ふれあいキュー

ブ）』を見学した。

『東部地域振興ふれあい拠点施設』は、「都市を新しい森に

する」というコンセプトを掲げ、鉄骨造の 1～ 4階の上に

耐火木造の 5～ 6階を載せたハイブリッド構造としたほか、

井水の効果的利用、地熱・太陽光・太陽熱等の自然エネルギー

利用によって環境に配慮した公共施設である。

（実施日時：2013 年 11 月 22日　参加者数 15名）

今回の見学会は、指定管理者である埼玉ふれあい拠点運営
共同事業体　代表団体　㈱コンベンションリンケージ統括
マネージャー　遠藤　健氏による進行で進められた。また、
設計を担当された山下設計からは、第 2設計部　グループ
長 /部長　原田聡氏、技術設計部門　構造設計部部長　塩手
博道氏、環境設計部門　機械設備設計部主管　松村佳明氏
の 3名の方にも来ていただき、様々な技術について説明い
ただいた。

■コンセプト
□都市の新しい森
東部地域振興ふれあい拠点施設は、庁舎でありながらテナ
ントが入る多目的な用途の建物として建設された。ここで
提案されたのは「都市の新しい森の創造」。これにより埼玉
県と春日部市が提案する未来志向の建物として先導的なモ
デルとなっている。
提案されている「都市の新しい森」は、実際の森を参照す
ることで、都市と森という別々の環境に新しい共生関係・
循環を生み出すとともに、環境の時代に相応しい性能を持
つ森の広場を創出することを目的としている。
開放的な交流環境をしつらえ、そこに井水を利用した放射
空調を組込むことにより、蒸散効果や木陰・そよ風によっ
て生まれる森の環境に近い、開放系の活動環境が生み出さ
れ、高度な環境性能と広場性が得られている。
さらに「木造のドミノシステム」により、森と都市の間に
炭素循環のリングが形成され、都市が炭素固定の場になる。
この施設全体の炭素固定量は、約 3ha 分の森林と同程度だ
ということである。
「都市の新しい森」は、こうした環境性能を持つ建築空間の
提案である。
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□木造のドミノシステム
この施設で取り組まれたのは、木造の架構美の追求ではな
く、構法・システムとしての耐火木造ということである。こ
れにより中層大規模建築に対応できる「汎用性の高い、床
が積層する耐火木造」の一つの方向性（＝木造のドミノシ
ステム）が提示された。
この「木造のドミノシステム」には、「環境」「空間」「時間」
という 3つの要素に対応する性能が必要と考えられた。
「環境性能」：より多くの炭素を固定できること。柱と大梁
といったメインフレームだけでなく、床や小梁全てを木造
とすることで、木材の使用量を大幅に拡大している。
「空間性能」：細い柱が小さなスパンで林立する空間は魅力
的であるとともにフレキシビリティにも富んでいる。架構
ではなく、木造の特性をふまえた小径柱が空間性能を規定
している。
「時間性能」：構造体のリユースが容易な構造とすることで
建物の寿命を超えて炭素固定を持続する。
こうした性能を実現する構法として、地震力を負担する「耐
震パネル」と鉛直力のみを負担する「木質架構」の 2つか
らなる木質架構がデザインされた。
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■外装及び構造
東部地域振興ふれあい拠点施設の外観上の特徴は、上層部
の格子状のデザインと下層部のオープンで軽快な空間構成
である。
建物の全体構成は、耐火 1時間構造で対応できる上層部を
耐火木造とし、下部は鉄骨造のハイブリッド構造とされて
いる。

□上層部のデザイン
木造部分の外周部は、地震時の水平力に対応するため、
LVL パネルを鉄製の枠にはめ込んだ耐震パネルを市松状に
配置している。構造的な機能を優先させながら、割り付け
の検討がなされたということである。
この耐震パネルの鉄枠の先端部にアルミカーテンウォール
を取り付けることで、外部からはガラス越しに木のパネル
が見える特徴的なデザインとなった。
ただし、木材の対候性や耐久性を考慮し、木パネルを外部
に見せるのは北面のみとし、太陽光が直接当たる南面や西
面は、紫外線による木パネルの劣化や損傷を避けるため、
前面をアルミパネルで覆い木パネルが保護されている。

□下層部のデザイン
下層部の外観はとてもオープンな雰囲気をもっているが、
これは、施設の活動の様子が県民や市民に窺い知れるよう
にするため、とのこと。活動の場となる空間を建物の外周
部道路側に散りばめ、外観のアクセントとなるように特徴
づけるとともに、大きな吹き抜け空間と階段の構成により、
人々が自由に行き交い活動の場に接することができる連続
した空間構成が見えるように工夫されている。

□木造の耐火構造
東部地域振興ふれあい拠点施設では、（一社）日本木造住宅
産業協会が取得している 1時間耐火認定を使用し、汎用性
のある耐火木質構造の実現が目指された。
柱は強化石膏ボード厚さ 21mmを 2枚貼りすることで対応
している。また、床と梁は一体で被覆されており、床面は
構造用合板厚さ 24mmの上部に強化石膏ボード厚さ 21mm
の 2貼りにより床と大梁をサンドイッチした構造となって
いる（②）。D!*•7ÈG_G[GyFþ�S�B
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■環境負荷削減・省エネルギー
東部地域振興ふれあい拠点施設は、環境配慮型施設として
多様な環境負荷削減手法、省エネルギー手法が採用されて
いる。その主な項目は以下の 4つである。
①耐火木造の採用
耐火木造の技術により、建設時に発生する CO2 を削減し、
同時に LCCO2 の低減にも寄与する。
②再生可能エネルギーの利用
井水や太陽熱等の有効利用により、再生可能エネルギー
を最大限に利用する。
③自然エネルギーの利用
中庭を施設内に取り込むことにより、居住性を高めると
同時に、自然採光や自然通風を利用する。
④建物の断熱性の向上
建物全体の断熱性能を高め、空調負荷を削減し熱源設備
容量を軽減する。
こうした取り組みにより、CO2 削減率の試算では、標準的
な建物に対して建設段階で 22.8％、建設・運用・改修・廃
棄全体では 40％近い削減率となった。
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■ 基本データ

用途：公共施設（庁舎・事務所・多目的ホール）

敷地面積：5,212.4㎡

延床面積：10,529.08㎡

竣工年：

設計：山下設計

施工：銭高組

構造・規模：鉄骨造＋木造　地上 6階地下 1階

Ⅰ 省エネルギー：

Ⅱ 資源の高度有効利用：

Ⅲ 地域適合・環境親和：

Ⅳ 健康快適・安全安心：

再生可能エネルギーの有効利用

太陽熱利用、太陽光発電、地中熱利用

高遮蔽性能熱線反射ガラス（Low-E ガ

ラス）、西面日射抑制パネル

上層部の耐火木造化による建設時の

CO2 削減、井水複次利用

中庭の緑化、修景水路の設置

中庭による自然採光、自然通風

■ 環境共生住宅的技術要素

④大ホール前の屋外空間⑤耐震パネルと耐火被覆された木造の柱⑥用途に

応じてホールのガラスパネルを開け、内外を一体的に利用できるよう設計

されている⑦井水のチューブ型放射空調ラジエーター⑧中庭に面したフ

リースペースには様々な人が集う⑨中庭⑩環境ギャラリーから外部につな

がる開放的な会談⑪大ホールを外側から望む

□井水の複次利用
井水は年間を通じて 15℃程度で安定しており、これを複次
的に利用している。
第一は、放射空調用ラジエータの冷熱源としての利用であ
る。環境ギャラリーとエントランスギャラリーにチューブ
型のラジエータを設置し、直接井水を通している。
第二は、一次利用の井水を地中熱利用の熱源水として利用
していること。井水により安定している地中熱を有効利用
することで、ヒートポンプの効率的運転が可能となる。
ヒートポンプから供給される冷水・温水は、交流スペース
やミーティングスペースに設置したラジエータにも供給さ
れ、放射空調としても利用されている。
第三は、熱源水として利用された井水を敷地西側の修景水
路の水源として利用していること。
第四は、修景水路の水源として利用した井水をろ過装置で
ろ過した後、トイレの洗浄水として利用していること。
こうした井水の 4段階利用により、井水の持つ潜在的なエ
ネルギーを有効利用するとともに水資源の節約が図られて
いる。

□太陽集熱パネル
太陽熱集熱パネルは、平板型集熱器として屋上に 78枚設置
されている。これにより集熱された太陽エネルギーは、夏
期の多目的ホール・ホワイエ等のデシカント空調の再生用
熱源、冬期の放射空調用チューブ型ラジエータの温熱源と
して利用されている。

□太陽光発電
太陽光発電パネルは、100kW発電システムとして屋上に
480 枚設置されている。得られた発電電力は自家用受変電
設備と高圧系統連係され、施設の電力として利用されてい
る。また電力会社への売電メーターも取り付けられており、
中間期等の軽負荷時における余剰電力の売電によりエネル
ギーの有効活用が図られている。

□環境性能
これら様々な環境負荷削減・省エネルギーの取り組みによ
り、CASBEE 埼玉県の性能評価においてＳランク、BEE 値＝
4.4 を達成している（県内の公共施設として初）。

④

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

⑤ ⑥

13 14


